
３１ 中国の近代化と社会主義
〔民衆∑革命運動〕

〔列強の中国侵略〕 〔保守的支配層〕
１９１０ １９１１ 辛亥革命

１９１２ 中華民国 アジア最初の共和国 幹線鉄道国有化に反対する

〜 はじめ が臨時大総統 を発端に武昌新軍の挙兵。革命派江南支配

清朝の 帝が退位して， 清朝の滅亡 革命派は資金・力不足で清朝を倒せず。

保守派の が臨時大総統 清朝の漢人保守派の袁世凱と妥協し取引

１９１３ 袁世凱が大総統に就任 （反革命） ・ １９１３ 袁政権に対する第二革命が失敗

国民党や革命派を弾圧 １９１４ 孫文は中国革命党を結成
１９１５ 日本による １９１５ 袁世凱は を企図するが挫折 運動

ドイツの利権，租借地の要求 １９１６ 袁世凱の死 １９１５ 文学革命 １９１５ 雑誌「 」発刊

１９１７ 日米間で 協定 〜 指導者 ， ， ★小説

１９１９ ヴェルサイユ条約は２１カ条要求承認
軍閥政権の割拠 １９１９ 五・四運動 大学生の街頭デモから

地主と結合した封建勢力 反帝運動・軍閥打倒の民衆的な闘いの発端

帝国主義列強と妥協し援助を受ける

１９１９ 結成（孫文）民族資本家
１９２０ １９２１〜２２ ワシントン会議 １９２１ 結成 委員長

１９２２ 条約（日本は大戦前の状態へ） 北京政府（軍閥の抗争）

・中国の主権， 独立の尊重 １６〜安徽派 段祺瑞 １９２４ 第１次国共合作 孫文は国民党改組して

２０〜直隷派 三大方針 ， ，

２４〜 派（張作霖） １９２５ 事件 上海労働者の反帝運動

１９２５ 孫文の死 国民政府の成立

軍閥打倒・１９２６ 北伐 軍総指令官の

１９２７〜２８ 日本軍の山東出兵 １９２６ 武漢政府成立（国民党左派）

北伐軍の中国統一阻止のため １９２８ 国民政府の中国統一 ・１９２７ 蒋介石による共産党弾圧

１９２８ 済南事件 １９２８ 成立 主席 浙江財閥や帝国主義列強と妥協

１９２８ 事件 関東軍が を爆殺 １９２８ 北伐再開し， 北京を占領して北伐完成 国共分離
子の は国民政府に協力

１９３０ 中国国民党の蒋介石政権 １９２７ （中国共産党の軍隊）創設
１９３１ 満州事変 日本軍が で鉄道爆破 浙江財閥と連携 国共内戦 １９２７ は に革命根拠地建設

【日中１５年戦争の開始】満州全域を占領 米・英等帝国主義列強の支援 農村根拠地 革命勢力として農民と提携

１９３２ 事変 地方軍閥と妥協 １９３１ に

１９３２ 国際連盟が を派遣 よりも中国共産党との内戦重視 主席 ，朱徳，周恩来 樹立

１９３２ 建国。日本の傀儡政権 １９３４ （大西遷）根拠地を に移す

を擁立 １９３５ 国民政府の 国内支配の強化 〜３６ １９３５ 宣言

１９３５ 防共を名目に内モンゴル， 華北に侵略 内戦停止と民族統一戦線結成の提唱

１９３７ 日中戦争 １９３６ 事件 が蒋介石を監禁・１９３７ 第２次国共合作抗日民族統一戦線結成
１９３７ 事件を機に全面侵略

１９３７ 大虐殺 三光政策 １９３７ 国民政府は に移り抗戦 中国共産党は八路軍を編成し抗戦 農村を基盤
１９４０ １９４０ 南京に の傀儡政権を樹立 米・英の支援

・ 日本は太平洋地域に戦線を拡大 １９４０ 毛沢東の革命理論

１９４５ 日本の敗北 １９４５ 中国の勝利
１９４６ 第３次国共内戦本格化

国共内戦の再開 １９４７ 中国共産党は土地法大綱を公布し農民の支持を得る

蒋介石の国民政府は敗北し へ 中国共産党の勝利による中国統一
〔対外関係〕

アメリカをはじめ自由主義諸国は台湾 １９４９ 中華人民共和国の成立
１９５０ 政府を支持して「封じ込め政策」 主席 ， 首相 １９５０ 土地改革法の実施 土地を農民へ

１９５０ 条約成立 社会主義化 ・ 商工業の国有，国営化

１９５８ １９５３ 第１次五か年計画

１９５８ 大躍進， 農村の 運動はじまる
１９６０ １９６０ 中ソ論争の公然化，ソ連技術者の引き上げ 大躍進政策と挫折 １９５９ が国家主席に 自力更生の路線に

１９６９ 国境紛争 ダマンスキー島で武力衝突 １９６６ １９６６ プロレタリア文化大革命に関する１６か条の決定

１９７１ 国連総会， 中華人民共和国の 代表権承認 文化大革命 １９６７ 水爆実験に成功 １９７０ 人工衛星打ち上げに成功
１９７０ １９７２ アメリカ大統領の訪中 林彪，四人組 １９７６ 首相， 毛沢東主席の死亡

１９７２ 田中首相の訪中， 「日中共同声明」調印 国交回復 １９７６ １９７６ 華国峰が党主席に １９７７ 復活

１９７８ 平和友好条約締結 １９７９ 国交回復 開放体制と市場経済導入 １９８１ 胡耀邦が党主席に 最高指導者に
１９８０ １９８４ 香港の返還に関する中英共同宣言調印 １９８７ 趙紫陽が党総書記に

１９８９ ゴルバチョフ首相訪中 中ソ関係修復 １９８９ ６．４ 事件で民主化運動弾圧


